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土壌からスクリーニングされた Paenibacillus fukuinensis は、キチンを分解するキチナーゼおよび、キト 
サンを分解するキトサナーゼの両方を分泌する非常に珍しい菌株である。さらに、P. fukuinensis 由来キ 
トサナーゼは、キトサナーゼ活性に加えて、グルカナーゼ活性を有する二機能性酵素であることがわか 
った。糖質加水酵素の分類法で本酵素は、キトサナーゼが分類される Family 46 ではなく、Family 8 の 
グルカナーゼのグループに分類されることから、グルカナーゼが進化することでキトサナーゼ活性を有 
するようになったのではないかと考えた。進化について考察を行う際に重要となるのが、これら 2 つの 
ファミリー間で大きく異なる proton acceptor に相当するアミノ酸残基である。加水分解酵素は、触媒部 
位として proton donor と proton acceptor の働きによって基質を加水分解することが知られているが、こ 
の proton acceptor に相当するアミノ酸残基の機能によって活性の多様性が現れる可能性が考えられる。 
そこで、本酵素の proton acceptor 部位について、同じ Family に属しながら活性の様式が異なる他の酵素 






１．酵母細胞表層ディスプレイ法を用いて P. fukuinensis 由来キトサナーゼをディスプレイすることで 
酵母細胞表層上で簡便に、かつ迅速にキトサナーゼの改変が可能となった。 
２．P. fukuinensis 由来キトサナーゼの proton acceptor 解明のため、網羅的に変異導入を行った変異体ラ 
イブラリー構築を行い、Glu302 が活性中心のアミノ酸残基として機能し、同様に Asn312 について 
も補助として機能していることを明らかにした。 
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